
























































内容を大幅に取り入れたカリキュラムとし、教科書『学部留学生のための日本事情 1 j (2003) 
も新たに作成された。
この教科書は、当初は、 (1) r国土と気候J、 (2) r都道府県と政令指定都市」、 (3) r大学」、
(4) r大阪外国語大学J、 (5) r見合い結婚」、 (6) rパラサイトシングル」、 (7) rウルトラマンと
仮面ライダー」、 (8) r妖窪j、 (9) r水戸黄門」、(10) r援助交際jの 10節からなり、それぞれの
節 (r援助交際」の節を除き)の本文は、担当教員の裁量の余地を残すため、 l 乃至 2 頁におさ
えられていた。また、この使用にあたっては、 3 名の担当者が同時並行で授業を進めるために、
9 月初め、 11月末、 2 月末に実施される試験を底切りとして、 3 期に分けた授業進度が定めら
れた。
第 l 期 (4 月から 7 月末試験は夏期休暇明けの 9 丹初めに実施)
4 月時点では日本語未習者もおり、 (1) と (2) の地理的地域的事象を取り扱う 4 丹から 5
月末までの約 2 ヶ月間は、英語と日本語と併用で授業が行われた。その後、学部留学生の関




また、 (5) と (6) は日本の社会習慢、社会問題を考える一例として取り上げたものであり、
ここまでで、夏期休暇に入り、 9 月試験は、日本語能力の差そのものが、試験結果を左右し
ないよう、文章内の空欄を、語葉リストから埋めていく客観テストを主とした。
第 2 期( 9 月中旬から 11月下旬試験は11月末に実施)
受講者は 4 月時点で自本語未習者であった者でも、 9 月試験終了時には、日本語能力試験
で言えば 2 級から 3 級の関のレベルに達していることから、この時期はより複雑な議論が可
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第 3 期(1丹初旬から 2 月下旬試験は 2 月末に実施)
第 l 期、第 2 期に対して、進学問題と関わりがなく、日本語授業も、ノートテーキング、
講義聴解、レポート作成、プレゼンテーションなどのスキル養成に主限が移る、「学部移行期J
とわれわれが名づける第 3 期は、本センターにかつて国費日本語・日本文化研修留学生とし




さて、このように始まった新カリキュラムであったが、この 2 ， 3 年は、学部官学生の母国
における日本語学習環境の整備が総じて進んだことにより、 4 月来日時点における日本語未饗
者の数が少なくなっているため、テキスト読解の進度が一段と早まり、また、 (5) I見合い結婚」、




































要領J (平成11年 3 丹告示、 14年 5 月、 15年 4 丹、 15年12月 一部改正)の「地理歴史」によら














活・文化から見た日本の地域的特色」、 (2) r現代の経済社会と経済活動の在り方」、 (3) r現代
の民主政治と民主社会の倫理」の 3 つとなる O ただし、 (2) と (3) については「政治経済j の
4 
問答者 囲答者
科目 内 骨'*' 文科系 理科系
分野 分野
本票回答数/回答総数→ 41/93 7/88 
世界と日本の 日本の位置と領域 36.56% 4.55% 日本の地域構成地域格成 都道府県の構成と地域涯分 21.51% 1.14% 
身近な地域 7.53% 0% 
地域の規模に 都道府県 10.75% 0% 応じた調査
世界の盟々 9.68% 0% 
自然環境から見た臼本の地域的特色 19.35% 3.41% 
基 人口から見た臼本の地域的特色 19.35% 2.27% 
B 様々な面から本 世界と比べてみた とらえた日本 資源や産業から見た日本の地域的特色 19.35% 5.68% 本 日本項 生活・文化から見た日本の地域的特色 29.03% 2.27% 
事 地域間の結びつきから見た日本の自 地域的特色 9.68% 1.14% ↑青 様々な特色を関連
つやけて見た日本 3.23% 。%
現代に生きる私たち 6.45% 1.14% の課題
現代の社会生活と青年 11.83% 2.27% 
現代の社会と人間と 現代の経済社会と経済活動の在り方 22.58% 5.68% 現代社会 しての在り方生き方、 現代の民主政治と民主社会の倫理 22.58% 3.41% 
国際社会の動向と日本の果たすべ 16.13% 2.27% き役部



































(1) r倫理J 東京書籍 (2 ・東書・倫理001)
(2) r東学版倫理J 山 JII 出版社 (81 ・山川・倫理008)
(3) r倫理J 実教出版 (7 ・実教・倫理009)
(4) r~命理一現主 (l 、ま)を未来(あす)につなげる -J 一橋出版 (112 ・一橋・倫理011)
(5) r新倫理…自己を見つめて -J 教育出版 (17 ・教出・倫理012)
(6) r高等学校新倫理改訂版』清水害院 (35 ・清水・倫理013)
(7) r現代の倫理改訂版J 由 JII 出版社 (81 ・山 JII ・倫理014)
(8) r改訂版高等学校倫理』数研出版(104 ・数研・倫理015)
(9) r高等学校改訂版倫理』第一出版社 (183 ・第一・倫理・ 016)
(10) r倫理』東京書籍 (2 ・東書・倫理017)
(1) r高校倫理』実教出版 (7 ・実教・倫理018)
(12) r高等学校現代檎理改訂版 21世紀と共に生きる-J (35 ・清水@倫理019)
ここでは、それぞれの差異について論評することは冗長になるため差し控えるが、「国際社会
に生きる日本人としての自覚j というテーマがどのように取り扱われているか、まずは(1)
『倫理J (2 ・東書・論理001) と (2) r東学版倫理J (81 ・山 JII ・倫理008) を例にとって、その
構成を詑べてみたい。なお、 (1) は (10) n命理J (2 ・東書・倫理017) と装丁、文字の大きさ、
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行間等に違いがあるが、内容的には民じである。
『倫理j (2 ・東書・倫理001) (2) r東学版倫理j (81 ・山 )11 ・倫理008)
第 3 国際社会に生きる日本人の自覚 第 3 国際社会に生きる日本人の自覚
①日本人の精神風土 第 1 節 日本の風土と伝統
l 一日本人のものの考え方 日本の風土と文化の特色
2 日本人の宗教観 2 日本人の伝統的自然観・宗教観
3 日本人の倫理観 3 日本人の伝統的人間観
②外来思想と日本の伝統思想 第 2 節仏教の受容と展開
1 -仏教と日本人の思想形成 仏教の受容
2 儒教の日本的展開 2 平安仏教
③西洋思想、と日本人の近代化 3 鎌倉仏教
1 -近代への啓蒙 4 日本文化と仏教
2-近代的な自己の確立 第 3 節儲教の受容と展開
3 創造的な思想 儒教の受容
④国際社会に生きる日本人の自覚 2 日本儒学の展開
l 戦後思想、の動向 3 日本人と儒教












どちらも「国探社会に生きる日本人の自覚J は第 3 章に配当され、 (1) は 4 節立てで全50頁、
(2) は 6 章立てで全40頁であるが、一見しでも、内容項自が近似していることに気づくであろ
う。また、 (3) (6) (7) (8) (9) (11) (12) の 7 種の教科書についても、取り扱う分震は、最
少は (3) の全30頁(だたしB5版)から最大は (8) の全日頁まで、それぞれに異なるが、独立
した章立てになっており、これらもまた内容的には近似する。
例外的なのは (4) と (5) であり、 (4) の F倫理一現在(いま)を未来(あす)につなげる一』
では、「国際社会に生きる日本人の自覚J を独立した章立てをせずに、「思想、としての知のはじ
まり J という章を設け、その中に「世界思想のはじまり」、「日本思想、のはじまり j の二つの鰐







そこで、 (4) と (5) を除く 10種の教科書の中で、最少取り扱い貰数の (3) を取り上げて、
具体的な内容項目をみていきたい。
実教出版の (3) r倫理J (7 ・実教@倫理009) の第 3 章「盟際社会に生きる日本人の自覚J は
5 節構成となっている。項目をすべて抜き出してみると以下の通りになる。
第 3 章「国際社会に生きる日本人の自覚J
(3) r倫理J (7 ・実教・倫理009)






































































初めに述べた第 1 期並びに第 2 期の授業において、たとえば、基膳的な自本文化を学ぶという





以上の議論を整理すると、日本事情科目の学習項目として、まず、 4 月から 7 月末までの第











最後に、冒頭で述べた 2 つの制約から離れることができる、第 3 期(1月初旬から 2 丹下旬)
の学菅項目についても触れておきたい。
この時期の授業においては、自本語上級者対象「日本事情科目J や国費日本語日本文化研究
留学生対象「日本文化論J で扱ってきた 2 種のテーマ「日本のテレビヒーロー」と「日本の踏
霊」を取り込む予定である。これまでに設定されてきた授業自的を挙げると、それは以下の通
りである。なお、前述したとおり、 2003年発行の『学部留学生のための自本事情 1 J でも、 (7)
「ウルトラマンと仮面ライダー」や (8) 1妖怪Jの章として取り入れられ、第 2 期の授業で触れ
てきたが、これらに割ける授業回数は設定的で、試験も内容要約が主であったため、上七較対照
的な規座を養成するという意味では不十分な取り扱いしかできなかったものである。
① f 日本のテレビヒーロ -J














On the Teaching of Nihonjijo CJapanese Culture and Society) in an One-year Preparatory Education prior 
to Placement at University for Japanese悶government-sponsored Foreign Students 
(かとう ひとし本センター准教授)
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